
した。そこで、今年一年間の取材で纏った写真の中から、子ともたちの“とびつきゾの

表情を季節ごとに集めてみました。

「おいちゃん、垣手して」。実りの秋に上演

された神楽には、たくさんの子どもたちが
訪れた。（10月2日・虫生津で）

春と言えは入学式。「えっへん、ぼくたち今
日から小学1年生。仲良くしようね」
（4月8日・烏門小学校入学式）
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今年の1月30日は、記録的な大雪となった。
久しぶりの積雪に子ともたちは大喜び。

（今古賀で）

夏まつりは、ふるさとの代名詞。子どもたち
の澄んだ瞳の中に明日の遠賀町が見えてくる
ようです。（8月22日・町盆踊り大会）
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町
内
3
つ
の
保
育
園
●
平
成
1
年
度

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

受
付
は
1
月
4
日
か
ら
各
保
育
園
で

●
入
園
の
基
準

児
費
の
保
護
者
　
（
両
親
）
　
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭
で
の
保
育
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
入
国

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
同

居
の
親
族
、
そ
の
他
の
人
で
も
保
育
可

能
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
入
国
で

き
ま
せ
ん
。

①
保
護
者
が
居
宅
外
で
勤
務
し
て
い
る

場
合

②
保
護
者
が
居
宅
内
で
児
轟
と
離
れ
て

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

（
内
職
な
ど
）

③
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
間
が
な
い

場
合

④
保
護
者
が
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る

場
合

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
障
害
者
が
い

る
た
め
に
、
保
護
者
が
看
護
に
あ

た
っ
て
い
る
場
合

⑥
火
災
・
風
水
害
・
農
災
そ
の
他
の
災

書
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

●
募
集
人
員

▽
違
妬
川
保
育
図
　
九
十
人

▽
南
部
保
育
圃
∴
∴
自
二
十
人

▽
山
び
こ
保
育
岡
∴
百
二
十
人

●
受
付
期
間
　
1
月
4
日
　
（
水
）
　
～
3
1

日
　
（
火
）

●
申
し
込
み
方
法
　
入
所
申
込
書
　
（
役

場
福
祉
係
、
各
保
育
園
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
入
園
希

望
の
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ

●
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
係
、
ま
た
は
各
保
育
園
へ
。

遼
節
用
保
育
園
　
（
2
9
3
）
　
0
1
8
4

南
部
保
育
園
　
（
2
9
3
）
　
2
2
5
6

山
び
こ
保
育
園
（
2
9
3
）
　
2
2
2
1

も
う
す
ぐ
マ
マ
に
な
る
人
を

応
接
し
ま
す
●
妊
婦
相
談

問
い
合
わ
せ
は
保
健
衛
生
係

●
と
き
　
1
月
9
日
　
（
月
）
　
午
後
1
時

0
0
分
～
3
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
役
場
保
健
室

●
内
容
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
新

生
児
の
扱
い
方
、
も
く
浴
指
導
、
慨

乳
に
つ
い
て
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
　
（
母
子
健

康
手
帳
の
受
領
者
の
み
）

●
料
金
　
無
料

介
護
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る

家
庭
看
瞳
法
論
習
会
●
受
鵡
料
無
料

遭
鎮
町
社
会
福
祉
協
頚
会

遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
日

本
赤
十
字
社
の
講
習
指
導
員
（
看
護
婦
）

に
よ
る
家
庭
看
護
法
講
習
会
を
行
い
ま

す
。
看
護
や
介
護
に
必
要
な
基
礎
的
な

技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
1
月
2
7
日
か
ら
2
月
1
7
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
　
（
四
回
）
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
巴
セ
ン
タ
ー

研
修
室
1

●
定
員
　
二
十
五
人

●
申
し
込
み
　
1
万
1
3
日
ま
で
に
地
区

担
当
民
生
委
ロ
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
連
邦
町
社
会
福
祉
協

議
会
℡
　
（
2
9
3
）
　
0
4
3
0

勤
務
地
は
航
空
忌
隊
芦
屋
基
地

防
衛
庁
職
員
を
募
集
し
ま
す

申
し
込
み
締
め
切
り
は
1
月
1
3
日

●
採
用
予
定
職
種
と
人
員

▽
設
備
機
械
I
－
一
人
▽
給
遼
＝
二
人

●
応
募
資
絡
∴
0
0
鮫
以
下
　
（
平
成
1
年

4
月
1
日
の
時
点
）
　
の
男
性
。
た
だ

し
、
次
の
①
か
ら
④
に
該
当
す
る
人

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
①
日
本
国
籍

を
有
し
な
い
者
②
禁
治
産
者
お
よ
び

準
禁
治
産
者
③
禁
固
以
上
の
刑
に
処

せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で

の
者
ま
た
は
、
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
④
法
令

の
規
定
に
よ
る
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
そ
の
処
分
の
日
か
ら
二
年
を

経
過
し
な
い
者

●
試
験
日
　
1
月
1
8
日
　
（
水
）

●
採
用
予
定
　
平
成
1
年
4
月
1
日

●
勤
務
先
　
航
空
自
衛
隊
第
三
術
科
学

校
　
（
芦
屋
悲
地
）

●
申
し
込
み
　
1
月
1
3
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
航
空
自
衛
隊
第
三
術
科
学
校
総
務

課
人
事
班
へ

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1
㈹

二
年
に
一
度
　
を
瞳
職
員
簿
の

業
務
従
事
者
届
け
を
お
忘
れ
な
く

届
け
出
は
1
月
1
3
日
ま
で
に

函
科
衛
生
士
、
噛
科
技
工
士
、
保
健

婦
　
（
士
）
、
助
産
婦
、
看
護
婦
　
（
士
）
、

準
看
護
婦
の
免
許
を
持
ち
、
そ
れ
に
該

当
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
人
は
、

1
2
月
3
1
日
現
在
の
住
所
、
氏
名
な
ど
を

二
年
ご
と
に
所
定
の
様
式
で
届
け
出
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
年
度
が
こ
の
届
け
出
の
該
当
年

度
に
当
た
り
ま
す
。

●
届
け
出
　
1
月
1
3
日
ま
で
に
最
寄
り

の
保
健
所
ま
た
は
福
岡
県
遠
賀
郡
保

健
環
境
部
医
療
指
導
課
へ
℡
0
9
2

（
6
5
1
）
　
1
1
1
1
㈹



圏関繭輯
臆醸登壇宣」

【役場事務】
12月29日（木）から1月3日（火）まで

休ませていただきます。なお、戸籍の届け

出（出生届、死亡届など）は、当直の替備

貝にお申し出ください。

【施　設】
中央公民館・総合運動公園内施設・勤労

者体育センター・町民体育館・各小中学校
の体育館・ふれあいの里センターも、12月

29日（木）から1月3日（火）まで休ませ

ていただきます。

ヽ

国
外
運
転
免
許
証
の
発
給
ロ
を

北
九
州
に
開
設
●
1
月
4
日
か
ら

福
岡
県
謡
察
本
部

1
月
4
日
　
（
水
）
　
か
ら
県
警
本
部
運

転
免
許
課
の
ほ
か
に
、
北
九
州
自
動
車

運
転
免
許
試
験
場
で
も
国
外
運
転
免
許

証
発
給
口
を
開
設
し
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
国
外
運
転
免

許
証
交
付
申
請
書
　
（
窓
口
に
あ
り
ま

す
）
、
自
動
車
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
写
真
一
枚
　
（
タ
テ
五
㌢
×

ヨ
コ
四
㌢
）
、
印
鑑
、
手
数
料
二
千

六
百
円

●
受
付
時
間
　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
毎
日
、
午
前
9
時

か
ら
日
時
ま
で
と
午
後
1
時
か
ら
3

時
ま
で
※
即
日
交
付

●
受
付
場
所
　
北
九
州
自
動
車
運
転
免

許
試
験
場
一
階
⑧
番
窓
口

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
督
察
本
部
運

転
免
許
課

℡
0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
4
1
4
1
㈹

御
散
大
梅
の
拡
幅
工
事
の
た
め
の

交
通
規
制
（
夜
間
）
に
ご
協
力
を

北
九
州
土
木
事
務
所

遠
賀
町
島
津
と
水
巻
町
猪
熊
を
結
ぶ

御
牧
大
橋
は
、
二
車
線
か
ら
四
車
線
へ

の
拡
幅
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

工
事
に
伴
い
、
夜
間
　
（
午
後
1
0
時
か
ら

翌
日
午
前
5
時
ま
で
）
　
交
通
規
制
が
敷

か
れ
ま
す
。
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間

▽
全
面
通
行
止
め
＝
1
月
1
7
日
か
ら
3
1

日
ま
で
の
う
ち
二
日
間

▽
片
側
交
互
通
行
＝
1
月
2
3
日
か
ら
2

月
1
5
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
北
九
州
土
木
事
務
所

℡
　
（
6
9
1
）
　
2
1
6
1

中
高
年
労
働
者
等
受
講
奨
励

金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

雇
用
促
進
事
業
団

こ
の
制
度
は
、
中
高
年
齢
者
の
自
己

啓
発
、
定
年
退
職
後
の
再
就
職
に
備
え

て
、
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
専
門
学
校

な
ど
の
通
学
制
・
通
信
制
の
教
育
訓
練

を
受
講
す
る
4
0
歳
以
上
の
雇
用
保
険
被

保
険
者
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。

●
支
給
額
　
入
学
料
・
受
講
料
の
合
計

額
の
2
分
の
1
（
最
高
1
0
万
円
ま
で
）

●
申
し
込
み
　
福
岡
雇
用
促
進
セ
ン
タ

ー
℡
0
9
2
　
（
2
6
2
）
　
2
1
0
0

甲
種
防
火
管
理
音
質
格
取
得

講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

遠
賀
郡
消
防
本
部

●
請
習
日
時
　
2
月
1
6
日
　
（
木
）
　
1
7
日

（
金
）
　
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で

●
講
習
会
唱
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
講
堂

●
対
象
者
　
防
火
管
理
者
を
必
要
と
す

る
事
業
所
の
関
係
者
ま
た
は
業
務
上

防
火
管
理
の
知
識
が
必
要
な
人

●
受
講
人
員
　
八
十
人
　
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
し
込
み
　
1
月
4
日
か
ら
3
1
日
ま

で
に
申
込
書
に
写
真
二
枚
　
（
タ
テ
三

㌢
×
ヨ
コ
二
・
五
㌢
）
　
と
テ
キ
ス
ト

代
三
千
五
百
円
を
添
え
て
遠
賀
郡
消

防
本
部
予
防
課
℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1

2
5
へ
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
も

同
課
へ
。

あ
な
た
の
能
力
に
新
し
い
投
網
を

離
転
職
者
コ
ー
ス
の
学
生
募
集

県
立
小
竹
商
等
技
術
専
門
学
校

●
募
集
項
目
・
人
員
　
▽
機
械
科
＝
二

十
人
▽
溶
接
科
＝
二
十
人
▽
建
築
科

＝
十
人
▽
塗
装
科
＝
二
十
人
▽
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
科
＝
三
十
人

●
選
考
方
法
　
面
接
　
（
1
8
歳
以
下
の
人

は
学
科
試
験
が
あ
り
ま
す
）

●
選
考
日
　
3
月
1
0
日

●
授
業
料
　
無
料
　
（
教
科
書
代
、
工
具

代
な
ど
の
経
費
は
入
校
者
負
担
）

●
申
し
込
み
　
1
月
9
日
か
ら
2
月
1
7

日
ま
で
に
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
県
立
小
竹
高
等
技
術

専
門
学
校

℡
0
9
4
9
6
　
（
2
）
　
6
4
4
1
㈹



リブトバレーボールで しませんか
ソフトハレーポールは

える屋内スポーツです

特別の体力や技術を必要とせず

だから健康づくりにはもってこい。さあ皆さん、いっしょにいかがですか。

畑 者

ヽ′”フトItレーポーIレ大会

●とき　1月29日（日）、午前8時30分－

●ところ　遠賀勤労者体育センター

●対象　町内在住（小学生以上）、在勤者

●チーム編成　男子の部（女子との混成チームでも可）
・女子の部とも1チーム選手4人（補欠は3人まで）。

ただし、ソフトハレーホール・′、レーボール種目の体

育館定期利用団体所属のメンハーはlチーム2人まで。

※個人参加も受け付けます。個人参加希望者が4人以上

に遺した場合、上値者でチーム編成を行います

●賞1位から3位までのチームにはIi気嵩を差し上げま

す。参加者会則こ参加賞があります
●申し込み　チーム参加、個人参加とも1月20日（金）

までに教育委員会社会教育課体育振興係へ

大

ヽ′フトバレーボール教室

●とき　□島門小校区＝1月13日・20日・27日口演木・

広液中校区＝1月ilH・17日・23日※時間はいずれも

午後7時30分から9時まで

●ところ　広渡・島門・浅水、各小学校の体育館（お住

まいの校区の小学校体育館にお集まりください）

●対象　町内在住（小学生以上）、在勤者

●申し込み∴当日会場で受け付けます

遠賀町消防団年末特別警戒実施中

年の瀬のあわただしい時期こそ、

火災や盗難には気をつけたいもの。

通観町消防団では、12月26日（月）

から30日（金）までの午後8時から

特別轡戒を行い、火災予防・防犯の　†

呼びかけを行います。寝る前には、

火の元、戸締りの点検をお忘れなく。

「撰照擦
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